
第２学年 第４時指導案【日本の水産業】 
 
１． ねらい 
 地図帳や教科書を調べる活動を通して、水産業は環境条件と大きな関連があることを理解する。 
 
２． 準備 
 ［教師］教科書 地図帳 資料プリント ワークシート パソコン プロジェクター 
［生徒］教科書 地図帳  
  
３． 展開 

 

生徒の学習活動 支援、指導上の留意点 時間 
①群馬県の漁獲高の全国的な地位を考える。

海に面していないことなどから、淡水魚の

漁獲高があること、全国的に見るとあまり

漁業が盛んな地域ではないことに気付く。 

①群馬県と全国の漁獲高の数値を提示する。生徒に予想し

てから答えさせることで、他県と比べ漁獲高が少ないこ

とを実感させる。漁業があまり盛んでない理由は、生活

経験から考えさせる。 

①群馬県ではコイの漁獲高が比較的大きいことを、地形（た

め池）や産業（養蚕業）などと関連させて説明する。 

１

０

 

 

②地図帳や統計資料から、三大漁場について調

べ、好漁場の条件を理解する。また、日本で

食べる魚はどこからやってくるのか調べる

ことを通して、その半分を海外からの輸入に

頼っていることに気付く。 

・３大漁場は、海の白いところ（水深200m） 

・暖流と寒流がぶつかっているところ 

・島が多いところは、漁業が盛ん 

・日本人が食べる魚の量は増えている 

・日本の漁獲量は減っている 

・輸入や養殖が増えている 

・日本人が食べる魚は、輸入に頼っている 

 

 

 

 

 

③水産業に関する問題（漁業資源の減少、後継

者不足、排他的経済水域など）に関する説明

を、理由を考えながら聞き、その問題が自然

や社会などの環境条件によって生じている

ことを理解する。それをふまえて、マグロが

食べられなくなりそうになったらどうする

か考える。 

 

 

②世界の三大漁場の環境条件を、海流の潮目と水深（大陸

棚）の２つに絞って考えさせる。そのために、地図帳の

「世界の地形」（ｐ4～6）や教科書の「世界の３大漁場と

海流」を比較させて考える。三大漁場以外の大きな漁場

があること、潮目がはっきり読み取れないことなどから、

あまり「三大」には拘らず、深入りもしない。 

②資料活用能力を高めるため、どの資料から調べられるの

か明確にした上で作業をさせる。資料のタイトル、出典、

年度等必要なことを確認する。漁獲量の変遷に関するグ

ラフについて、減少の理由が明確でないものがあるので、

理由には深入りしない。 

②魚介類を輸入に頼る現状を、生徒が理解しやすいよう、

回転寿司のメニューを例とする。 

②重要語句については、知識が定着しやすいよう穴埋め形

式のプリントを用意し、答えさせる。 

☆【評価】日本の魚はどこから来るのかなどについて資料

を調べ理解する（ワークシート）《資》《知》 

④漁業資源の減少に関しては、大西洋のタラの問題を取り

上げる。排他的経済水域の問題に関しては、領土の問題

とも関連させて説明する。生徒に分かりやすく説明をす

るため、深入りはしない。 

④条件を揃えて意見の比較がしやすいよう、「自分がマグロ

好きな人」と仮定して考えさせる 

④資源回復のための人々の取り組みを、鰰の資源回復や完

全養殖クロマグロを取り上げて説明する。養殖や畜養の

是非等については深入りしない。 

３

０

⑤本時の学習で分かったことや感想を書く。 ⑤毎時、同じ質問に同じ形式で答えさせ、その変容を把握

して、次時の指導へ生かす。 
５

日本人が食べる魚は、どこから来るのだろうか？ 



【資料】kob２年（４）世界と日本の漁業 

 

①世界から見た日本人と漁業 

○日本人は、世界から見て魚をたくさん食べる国民である。 

 ・世界で４番目（①モルジブ②アイスランド③ポルトガル） 

 ・１人あたり約７０㎏の魚を食べる（骨や内臓などを除くと、４０㎏） 

○日本は、世界から見て魚をたくさんとる国である。 

 ・漁獲高は５位（１位中国の約９分の１） 

 ・最も魚を捕っていたころと比べ、約半分の漁獲高になった。 

○日本は、世界から見て魚をたくさん輸入している国である。 

 ・輸入額世界１位（世界の総輸入量の２２％）（②アメリカ③スペイン） 

○日本人は、世界から見てたくさんマグロを食べている国である。 

 ・世界のマグロの３分の１を消費する 

 

②日本の漁業の現状と課題 

○２００海里経済水域（排他的経済水域） 

 その国が優先的に、水産資源やエネルギー資源に関する権利を持つ範囲。２００海里は約３７０㎞。 

 日本は世界で６番目の面積を持つ。（①アメリカ合衆国②オーストラリア③インドネシア） 

○養殖 

 魚介類に養殖が占める割合（平成１５年／「こども図で見る日本の水産」より） 

 ［ぶり類］７２％ ［マダイ］８５％ ［ホタテ貝］４３％ ［ノリ類］１００％ 

○㊧漁獲量の多い魚、㊨養殖の多い魚トップ１０（平成１４年：単位 万トン） 
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③主な魚の輸入先 

マグロ  ①台湾 ②韓国 ③オーストラリア 

イクラ  ①アメリカ合衆国 ②カナダ ③ロシア連邦 

サーモン ①チリ ②ノルウェー ③アメリカ合衆国 

エビ   ①インドネシア ②ベトナム ③インド 

イカ   ①タイ ②中国 ③ベトナム 

タコ   ①モロッコ ②ベトナム ③モーリタニア 

※2003年のデータ(タコは不明)：通商白書などによる 

 

④鰰（はたはた） 

○秋田名物「しょっつるなべ」に欠かせない魚。15

㎝ほどで、口は大きく、体に鱗がない。 

○かつて１～２万㌧あった漁獲高が1991年には71

㌧までに落ち込む。その理由は乱獲に加え、産卵の

ための藻場がコンクリート整備や開発、海洋汚染な

どにより破壊されたことによる。 

○漁業者は、92 年から３年間のはたはたの禁漁を

決断。産卵用の藻場の造成、卵の人工ふ化・放流な

どの方策もとった。そのことにより、徐々に資源が

回復し、少しずつ漁を再開した。漁の再開後も、と

れる魚や漁場の制限（禁漁区も）を行い、03 年に

は２０年ぶりに漁獲高が千㌧を超えた。 



ワークシートkob２年（４）日本の水産業 

Class（    ） ＮＡＭＥ【             】 

 

①お寿司と言えば・・・  好きな魚は・・・ 

 

 

 

 

②世界の三大漁場 

 ○教科書の図と文章（ｐ１６０，１６１）、地図帳（ｐ４～８）を使って調べよう 

  ・日本近海、北海、ニューファンドランド近海が好漁場として有名。三大漁場と言われる。 

  ・好漁場は、（①3       ）の上にある。 

※地図帳「世界の地形」で調べてみると、三大漁場は（②        ）色のところ。 

  ・好漁場は、（③2      ）と（④2      ）のぶつかる（⑤2      ）にある。 

     ※日本近海では（⑥        ）と（⑦            ）がぶつかる。 

・その他に、好漁場とよばれるのはどんなところか？地図帳を調べて考えてみよう。 

 

 

③日本の魚はどこから来るのか？ 

 ○地図帳を使って調べよう（ｐ１０９，１１０） 

・日本人が食べる魚の量は⑧（ Ａ増えている  Ｂへっている ） 

→それが分かる資料は⑨（   ページの   の   ） 

・日本の総漁獲量は⑩（ Ａ増えている  Ｂへっている ）。 

→それが分かる資料は⑪（   ページの   の   ） 

・魚を食べる量は増えている。なのに、総漁獲高は減っている。 

へっている分をおぎなうのは⑫（      ）によるものだと考えられる。 

・日本人が食べる魚は、日本で獲れるものと外国から輸入されるものでは、どっちが多いか？ 

 ⑬（ Ａ日本   Ｂ輸入 ）→それが分かる資料は⑭（   ページの   の   ） 

・水揚げ量が多い漁港は、どんなところに多いか→⑮（                       ）。 

○教科書を使って調べよう（ｐ１６０，１６１） 

・世界の国々は資源確保のために、⑯（      海里      ）を設定した。 

・漁獲量が減ったので、1960年代から⑰（4        ）や⑱（4        ）が進められた。 

 

※早く終わったら、ウラの④をやってみよう 

 

 

 

 

 

 

【答え】①大陸棚  ②白 薄い水色 など  ③④寒流 暖流（順不同）  ⑤潮目  

    ⑥⑦親潮（千島海流） 黒潮（日本海流）（順不同 「黒潮（日本海流）」は「対馬海流」でもよい）

    ⑧Ａ ⑨110 □1の□4   ⑩Ｂ ⑪110 □2の○ａ  ⑫輸入（養殖業） ⑬Ｂ  ⑭109 □1の□3  

    ⑮（省略）  ⑯２００（海里）経済水域  ⑰⑱養殖漁業 栽培漁業（順不同） 



④回転寿司のネタはどこから？（輸入）  ↓国名を書く 

マグロ  

イクラ  

サーモン（サケ）  

エビ  

イカ  

 タコ  

                                      

 

⑤マグロが食べられなくなったらどうする？ 

 ※あなたは、とてもマグロが好きだと仮定します 

 

 Ａ：食べられるうちにどんどん食べる 

Ｂ：マグロは食べずに、他の魚を食べて我慢する 

Ｃ：養殖の技術に期待する（養殖物が出回ったら、どんどん食べる） 

 

【理由】 

 

 

 

 

◎授業はおもしろかったですか？ 

 

Ａ．たいへんおもしろかった   Ｂ．おもしろかった   

Ｃ．あまりおもしろくなかった  Ｄ．おもしろくなかった 

 

◎今日の授業の感想  
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